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※ この様式は、原則として、参考様式第２０及び参考様式第２３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

【事業概要、基幹事業との関連性】
  本市では、東日本大震災により1,000人を超える方々が犠牲となった。
  津波復興拠点整備事業の実施に伴い、震災による悲劇が繰り返されることがないよ
う、震災の教訓を市民に広く周知すると共に、今後の震災誌発刊に向けた復興・復旧
の記録の編さん及び思い出の品（震災拾得物）の返却作業を進めることにより、もっ
て防災意識の向上及び震災を後世に語り継ぐ地域文化の醸成を図ることを目的に
『（37）震災・復興記録の収集・整理・保存』として本事業を委託実施するものであ
る。

【事業内容】
１　事業名
　　震災復興の軌跡保存事業

２　事業内容
　⑴ 記録誌（復旧編）の調査・編集
  ⑵ 教訓集の編集・作成
  ⑶ 思い出の品（震災拾得物）の返却・保存

３　事業費（交付金額）
  　13,992千円（11,193千円）

４　事業期間
　　平成28年8月8日　～　平成29年3月31日
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